
講演内容
ある種の植物は鉛やカドミウムなど有害な重金属濃度が高
い環境でも育ち、体の中に高濃度の重金属を蓄積すること
ができる。これらの植物を使った環境浄化技術（ファイトレメ
ディエーション）は省エネルギー・低コストで、環境にやさし
い技術として注目されている。これらの植物は、なぜ有害な
重金属を高濃度に取り込んでも枯死しないのだろうか？有
害な重金属はどこに蓄積されているのだろうか？一方、レ
アメタルなどの有用な金属を蓄積する植物は、新しい資源
となる可能性も持っている。我々は放射光Ｘ線分析を利用
し、植物における重金属蓄積機構の解明を目指して研究を
行っている。それらの研究成果を紹介したい。
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放射光Ｘ線分析を用いて，
重金属を超集積する植物のナゾに迫る

日時：９月１９日（木） １７時～１８時
会場：物質生産棟７５１
講師：保倉 明子 教授

（東京電機大学工学部応用化学科）


